
碧南市は昭和23年大浜町・新川町・棚尾町・旭村の3町1村が合併し、県
内では10番目、碧海地域では最初に市制を施行した市です。さらに、昭
和30年には明治村大字西端を合併し、港湾埋立地域を除く現在の碧南市
の形ができあがりました。
本展では、碧南市を構成する5地区の古地図をそれぞれ、成立背景ととも
に示し、現在の姿と比較できるようにしました。現在との共通点・相違
点をぜひ確認してください。
今回は、近年新たに市指定文化財に指定された「大浜村絵図」（パネル展
示）、「西端村・高取村溜池争論裁許絵図」を中心に、碧南に関する地図を
紹介します。

　文化財課　 48-6602

文化財展 古地図から見た碧南の変遷イベント
event
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▼日時

2月3日㈯～3月7日㈭　9時～21時
▼場所　　　　▼料金
文化会館　　　無料

▼ギャラリートーク（展示説明会）
本展示では公開していない地図も見られますので、ぜひ参加してください。

　2月3日㈯、3月2日㈯　14時～14時40分頃　 　文化会館　 　無料　 　不要

海水浴客でにぎわう
玉津浦海水浴場

海
のりそだ
苔粗朶の向こうに
漁船が航行する

新須磨海水浴場で
ボート遊び

△…市指定文化財：西端村・高取村溜
池争論裁許絵図（市蔵）
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